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研究成果の概要（和文）：海外研究者との共同研究、発掘機関研究者との研究連携で、共同研究会を定期的に開催し、
都城遺跡の踏査を行って多面的かつ具体的に東アジアの都城制を比較検討した。
研究成果には、(1)国際公開研究会の開催と発表論文報告集の刊行、(2)学術研究成果公開促進費による論文集『東アジ
ア都城の比較研究』の刊行、(3)内外の学会・学術講演会での18回の講演・学術報告、(4)代表者や分担者の論著70篇以
上の公表がある。
特にこの間集中討議した遷都と廃都の問題では、旧都を再用しない日本では遷都と廃都が一体であるが、旧都を再用す
る中国や朝鮮では廃都が行われず、この事態は王朝の交替の有無と関わることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We held regular joint project meetings and made surveys of the remains of traditio
nal capital cities in East Asia several times, together with scholars and researchers of the university an
d the excavation organization in Asian countries. We also made the comparative analysis on the system of c
apital cities in East Asia from different points of views and made clear the character of each capital cit
y.
We discussed historical characters of traditional capital cities in East Asia, particularly on the problem
 of the transfer and abandonment of the capital cities. As a result, our project showed clearly the differ
ence between Japanese and Chinese capital cities. The capital cities were abandoned and transferred in anc
ient Japan, however the capital cities were not abandoned but reused in China. This is because that change
s of dynasties were common in Chinese history, but on the other hand, Japan has no change of the dynasty.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の背景については、既に科学研究費
補助金基盤研究（Ａ）「東アジア諸国におけ
る都城制及び都城に関する比較史的総合研
究」（研究代表者：橋本義則、課題番号：
10001609、平成 16～18年度、以下基盤研究
（Ａ）と略称）及び科学研究費補助金基盤研
究（Ｂ）「東アジア諸国における都城及び都
城制の比較を通じてみた日本古代宮都の通
時的研究」（研究代表者：橋本義則、研究課
題番号：19320102、平成 19～21年度、以下
基盤研究（Ｂ）と略称）の研究成果報告書に
おいて既に述べたとおりである。 
日中韓などの東アジア諸国が今日まで共
有してきた様々な文化要素の多くの淵源が
歴史的には中国に求め得、そのような文化要
素を継授・共有するなか中国の強い影響のも
と、日本・朝鮮・渤海・ベトナム、さらに種々
の北方騎馬民族など中国の周囲に位置する
諸国で、当該国家の政治制度と密接な関係を
もって成立したのが都城と都城制であり、一
部の国家においては近代に至るまで各王朝
の首都などで維持され続けてきた。それ故に
これらの諸国では地中に埋もれた遺跡とし
てだけでなく、現実に地上に遺る遺構として
存在するため、それらと文献史料を照合しな
がら多様な観点・要素から比較検討すること
が十分可能である。一方、古代の終わりとと
もに都城及び都城制が崩壊した日本や渤海
などでは、今日その遺構が地中に埋もれてい
るため、発掘調査や遺跡踏査などによってよ
うやく遺構を確認できるにとどまる。 
このような状況に置かれた都城と都城制
に関する研究は、それぞれの国の歴史を専門
とする歴史研究者や考古学研究者によって
進められ、個別には注目すべき研究が挙げら
れつつあるが、それらを、中国を中心とした
東アジア文化圏の中で、しかも比較史的観点
から検討、解明しようとする視点は依然とし
て乏しい。その際注意すべきは、得てして中
国の影響を受けた共通要素の摘出に主眼が
置かれがちであるが、むしろ相違点、周囲の
諸国の独自性に注目し、中国の影響で受け入
れた都城や都城制が、その成立・展開の過程
において極めて多様性をもっていることで
ある。このような多様性を前提にして東アジ
ア諸国に共通する政治制度である都城制と
それに基づいて建設された実際の都城を、そ
れを存立せしめている政治制度・社会状況・
文化基盤などの諸要素に分け、詳細に比較検
討し、具体的に共通点と相違点を確認するこ
とに主眼を置き、その上でそれを生み出した
国々の歴史的実態に迫り、都城制と都城を通
じて抽象的でない具体的な比較史を試みる
必要がある。 
このような背景をもって実施された 2期 6
年に亘る国際的な共同研究は研究成果の上
でも、また人的交流や情報の交換・共有など
の点でも大きな成果をもたらした。それは国
際的な交流はもちろん、日本国内の都城発掘

調査機関の主力担当者が定期的に集い、特定
のテーマについて議論を行い、また中国史や
朝鮮史など異なる分野の研究者と交流する
ことによって得られた成果は極めて大きな
ものであった。そのような研究環境・研究組
織を維持しつつ、新たな研究課題に迫ってゆ
くことが今後の都城及び都城制解明の研究
に必要であると認識した。 

 
２．研究の目的 
本研究は、上記した基盤研究（Ａ）で行っ
た「東アジア的視点からする比較史的研究」
と、それを踏まえた基盤研究（Ｂ）でそれと
並行して実施した「日本の古代宮都遺跡の通
時的な変容とその背景を具体的に探る基礎
的な研究」での研究成果と研究方法を前提と
して、東アジア諸国における都城制と都城に
関する具体的研究を統合的に行うことを第
一の目的とした。また、併せて研究を推進す
るための組織を確固たるものとして構築し、
研究期間終了後も国内外の研究機関・研究者
等との人的研究交流、研究情報の交換を維
持・継続することも今ひとつの目的であった。 
まず本研究において東アジア諸国にまで
研究・踏査の対象を広げたのは、都城遺跡に
関する具体的な事実の確認・検討だけでなく、
都城制と都城の背後にある政治的・社会的・
思想的・文化的な背景を検討し、互いの相異
点と共通点を明かした上で、具体的に比較す
るためである。そのために単にゲストスピー
カーとして研究者を海外から招聘し、その研
究発表について討論するだけでなく、彼らが
研究の対象としている都城遺跡に組織とし
て赴き、それらを彼らの協力の下で踏査し、
現地で討論するためである。 
また、国内では都城遺跡の発掘調査が毎日
行われ、大量のデータが蓄積・公開されてい
るが、研究機関や研究者のあいだでそれらが
共有されているか否かは疑問である。それ故
に都城遺跡の発掘調査を担当する奈良県立
橿原考古学研究所・大阪文化財研究所・大津
市埋蔵文化財調査センター・向日市埋蔵文化
財センター・京都市埋蔵文化財研究所、さら
に都城と関連の深い大宰府の調査を担当す
る太宰府市教育委員会などより研究分担者
あるいは研究協力者を選び（本研究の研究遂
行期間終了前後に他機関に異動したものも
いる）、彼らとの共同研究や国内外での都城
遺跡踏査を通じてより具体的な通時的比較
研究を行い、日本の古代都城間にある共通点
と差異点を事実として明らかにすることが
もう一つの研究上の目的である。 

 
３．研究の方法 
本研究では、これまで６年間に亘って科学
研究費補助金の交付を受けて実施してきた 2
期の国際的共同研究基盤研究（Ａ）及び同
（Ｂ）での比較史的研究方法とその成果を受
け継いで研究を一層進展させ、またそこで結
成され６年間維持・発展してきた共同研究組



織（東アジア比較都城史研究会）をさらに継
続しますます確固たるものとするために、上
記の共同研究で設定した空間的な比較であ
る東アジア諸国間での比較と、時間的な比較
である日本の宮都間での通時的な比較とを
経緯とする基本的な研究方法をとる。そして、
具体的には、（1）異なる目的と形態による
様々な研究会の開催と（2）国内外に所在す
る都城遺跡・都市遺跡の踏査とを研究推進の
両輪とし、さらに（3）（1）及び（2）の進行
状況の即時的公開のため新たなHPの構築と
更新を行うこととした。これらによって、こ
れまで進めてきた研究の成果を含めて、統合
的に全体を理解するべく研究を進めた。また、
併せてこれらから派生する都城及びそれに
関連した研究を研究代表者・研究分担者・連
携研究者が個別に進めるとともに、その成果
を様々な形で公表することにも努めること
とした。 
（1）目的及び形態を異にする三種の研究会
の順次的及び並行的開催 
①一つは、研究代表者と研究分担者・連携研
究者を中心に、国内外の研究協力者らの協力
を得、新たな研究課題の設定を行って東アジ
ア諸国における都城制と都城に関する比較
研究を、従来の二つの科研基盤研究（Ａ）及
び同（Ｂ）での研究の方法と成果を継承した
共同研究会の開催によって実施・推進した。
本研究期間の前半 2カ年において、基盤研究
（Ａ）及び同（Ｂ）で取り上げることができ
なかった研究課題のうち、「遷都論・廃都論」
を主たる課題に設定して検討を行った。研究
会の形態も基本的に従来通り参加者全員が
発表することとした。また、必要に応じて海
外研究協力者を招くとともに、研究組織外の
研究者にもゲストスピーカーとして研究報
告をお願いし、組織外との交流も可能な限り
進めた。 
②これまでの２期の科研での研究成果と、今
回新たに設定し①の共同研究会で検討した
研究課題「遷都論・廃都論」に対する検討を
踏まえ、第３年度目に「東アジア都城比較の
試み」と題した国際公開研究会を 2013 年 1
月に開催することにして準備を進めること
にした。また、その準備のための研究会と打
ち合わせ会を 2012年 6・10両月に２回開催
した上で国際公開研究会に臨むこととした。 
③さらに、基盤研究（Ｂ）で実施した日本古
代宮都遺跡踏査で、種々の事情によって踏査
を行い得なかった平城京と由義宮について、
踏査を実施するとともに、平城京については
踏査ののちに研究会を開くこととした。踏査
実施後の研究会開催に当たっては、基盤研究
（Ｂ）と同様に、両遺跡の発掘調査担当機関
である県市町など、行政機関とそれに所属す
る研究者の方々の協力を得て、現地で開催す
ることとした。 
これら三種の研究会を順次的および並行
的に開催することによって、東アジアにおけ
る都城制と都城に関する統合的な研究が可

能となると考える。 
（2）国内外の都城遺跡・都市遺跡の踏査 
①海外所在の都城遺跡及び都市遺跡の踏査
については、まず基盤研究（Ａ）及び同（Ｂ）
と同様に、中国・韓国所在の都城遺跡を中心
に行い、特にこの 10 年の間に開発とそれに
伴う発掘調査や保護整備によって変化した
遺跡の状況に注意しつつ、海外研究協力者ら
とその所属研究機関（中国社会科学院考古研
究所・韓国国立文化財研究所）等の協力のも
とに実施することとした。中国では特に河西
廻廊と河南省所在の都城遺跡及び都市遺跡
についてやや長い期間の調査を行った。また、
東アジアの都城遺跡と比較するべく、古代
ローマ帝国の都市遺跡を中心に、イタリア・
チュニジア（本来は最も遺跡の残りのよいア
ルジェリアやリビア、シリアなどでの踏査が
必要であるが、当該国の政治的社会的情勢か
ら、これらの国々における踏査は断念せざる
を得なかった）で、また東東西双方の都市遺
跡について西の交差地点であるトルコにお
いて踏査を行った。チュニジアの踏査では日
本女子大学の佐藤育子氏（カルタゴ史）と筑
波大学北アフリカ研究センター（チュニス所
在）、トルコでの踏査には京都大学の井谷鋼
造氏（ルーム・セルジュク史）の全面的協力
を仰ぐこととした。 
②国内の都城遺跡については、基盤研究（Ｂ）
で踏査できなかった平城京、由義宮の踏査を
実現することとした。踏査に当たっては、奈
良県立橿原考古学研究所・奈良市・大和郡山
市、柏原市歴史資料館の協力を得ることがで
きた。なお、平城京南辺と松林苑の踏査に
伴って（1）③に記した研究会を開催し、具
体的な発掘調査状況を知るとともに、発掘調
査担当者との意見交換・討論を実現させた。 
（3）国際公開研究会と遺跡踏査情報の公開 
（1）の国際公開研究会と（2）の国内外所在
の都城遺跡・都市遺跡踏査の情報を、新たに
開設した東アジア比較都城史研究会のHPで
公開することとした。国際公開研究会につい
ては、開催要項などをHP上に掲載するだけ
でなく、資料の配付方法について、事前に
HP 上に研究会の資料をアップロードし、参
加者が各自何からの形で持参する方法と当
日資料を入れた USB メモリーを配布する方
法を試み、新しい研究会のあり方や経費の効
率化をめざした。また、遺跡踏査については
でき得る限り即時性をもって踏査の状況を
公開するべく、いくつかの方法を試みた。一
つは調査日誌と写真を迅速に公開すること、
二つには踏査終了後整理がついた写真から
を順次公開することとした。 
 
４．研究成果 
本研究は、これまでの 6年 2期に及ぶ共同
研究と同様、研究期間の間に性急で拙速な結
論を得ることを本来的な目的としていない。
また、本研究で得られた研究成果も共同研究
の次元と参加した個人の次元で様々であり、



それをここに一言で表現することはむつか
しい。従って、ここでは本研究の研究成果の
外形的側面を中心に記すことにし、研究成果
の内容面については下記の「５．主な発表論
文等」あるいは今後刊行される様々な刊行物
や研究会の HP を参照されたい。 
（1）東アジア諸国の都城制および都城に関
する国際的な共同研究体制は、これまで２期
６年に亘った科研による共同研究以上に広
がりと深まりを見せた。 
①これまでの共同研究会での研究成果と今
回設定した新たな研究課題「遷都論・廃都論」
に対する検討を踏まえ、第３年度目に当たる
2012 年に準備のための研究会を２回開催し
た上で、2013 年 1 月 5･6 両日に国際公開研
究会を京都（キャンパスプラザ京都）で開催
した。２日間に亘った研究会では年初の休日
にもかかわらず２日とも 90 名を超える参加
を得た。また、参加者は、開催地京都はもち
ろん、大阪・奈良・兵庫・滋賀などの近県、
さらには九州・関東・東北に及び、韓国から
も都城制研究者 5名の参加があった。さらに、
多くの大学院生層や留学生の参加も得、本研
究の対外的な紹介にも大きく役立った。 
②基盤研究（A）の研究成果を整理し、その
後の研究成果も含み込んだ論文集『東アジア
都城の比較研究』を、科学研究費研究成果公
開促進費の交付を受けて刊行できた。本書に
は、本研究でも海外研究協力者をお願いした
忠南大学校の朴淳發氏が執筆した 2編の論文
も入っており、国際的な共同研究体制を維持
した中で刊行できたと言える 
図４ 東アジア比較都城史研究会第一論文集 
（2）国際的な共同研究は、さらに海外の都
城遺跡踏査において大きく進展した。 
①中国では、中国社会科学院考古研究所の西
安研究室（漢長安城、隋唐長安城、上林苑な
どの考古隊）および洛陽工作站（偃師二里頭、
偃師商城、漢魏洛陽城、隋唐洛陽城などの考
古隊）、安陽工作站（殷墟、鄴城などの考古
隊）などの全面的な協力によって夏の都城遺
跡とされる偃師二里頭遺跡を始め、商殷の偃
師商城・殷墟・洹北商城、秦の咸陽城、漢の
長安城・洛陽城、曹魏の鄴城、北魏の長安城、
さらには河西廻廊所在の都城・都市遺跡の踏
査を敢行でき、中国における都城・都市の始
まりを調査できたことは大きな成果である。
ただ問題点としては中国の国内法によって
遺跡に関する数値データを取得することが
できないことである。中国の都城遺跡につい
ては今後衛星写真などを使った研究を精力
的に進める必要があることを再確認した。 
②さらに中国の都城遺跡踏査では、上記した
新宮科研と連携して、内モンゴル自治区で中
国社会科学院考古研究所遼城工作隊の協力
のもと遼金の都城遺跡を対象に共同調査を
行うことができ、さらにモンゴルにおいても
モンゴル国アカデミーの歴史研究所の協力
を得て、カラコルム・カルバルガズンなどウ
イグルや突厥、モンゴルの都城遺跡踏査が実

現した。特に遊牧騎馬民族の都城遺跡の想像
以上の規模と構造に驚嘆し、今後研究の対象
を遊牧騎馬民族に広げ、中国の都城との比較
研究を進める必要があることを確認した。 
③韓国では、新羅・百済の都城遺跡と新羅の
五小京の遺跡を、上記の田中科研に協力して
踏査した。これまで共同研究を行ってきた忠
南大学校の朴淳發氏とは一層深い協力関係
の構築ができ、さらに朴氏やゲストスピー
カーとして招聘した韓国人研究者を介して
研究協力をお願いできる研究者が増えた。ま
た、上記の国際公開研究会に参加した 5名の
韓国人都城研究者とも協力関係が構築でき、
研究代表者は彼らが所属する韓国古代史学
会の大会に招聘され、講演を行った。 
④東アジアの都城遺跡と比較すべく、東西文
明の交差地であるトルコにおいて、アッシリ
ア、ペルシャ、ギリシャ、ローマ、東ローマ、
ビザンツ、ルームセルジュク、オスマンなど
の都市遺跡を、京都大学大学院文学研究科、
中近東文化センター附属アナトリア考古学
研究所などの協力を得て実施した。 
また、前期の科研以来、山口大学人文学部
の研究プロジェクトとも協力を継続し、イタ
リア及びチュニジアにおいて古代ローマ帝
国の首都ローマ及び植民都市などの遺跡を
踏査した。特にチュニジアでの調査では専門
家の佐藤育子氏の同行及び筑波大学北アフ
リカ研究センターの全面的な協力によって
初めて実現し得たし、従来構築してきた範囲
を超えて新たな協力関係を構築し得たこと
は、今期の本科研の大きな成果の一つである。 
（3）国内の古代都城遺跡研究では、本研究
の間に研究協力・連携体制がさらに広がった。 
共同研究会はもちろん、国際公開研究会と
その準備過程、そして国内都城遺跡の踏査を
通じて研究組織に属する研究者間で本研究
課題に対する共通の理解と協力の必要性の
認識はさらに深まった。その上、これらの過
程を経て新たな協力者を多数得ることがで
き、それによってこの間しばしば研究代表者
を中心に、現在進行中の都城および関連遺跡
の発掘調査地を訪れ、つぶさにその状況を把
握し、現地での具体的な討論が可能となった。 
（4）新たな比較都城史研究の広がりが研究
組織所属の研究分担者によって試みられた。 
上記したように、本研究はただちに研究生
を求める短期的なものではなく、本研究を起
点として、本研究に様々な立場で参加した研
究者が様々な観点から新たな研究を始め、さ
らにそのために新たな研究組織を作り、研究
の量的拡大と質的向上につながることこそ
重要であると考えている。 
この点では既に研究分担者である新宮学
氏を中心に近世東アジア比較都城史研究会
が新たに組織され、平成２１～２３年度には
「近世東アジアの都城および都城制につい
ての比較史的総合研究」（研究代表者：新宮
学、研究課題番号：21320130、以下新宮科研
と略称）によって共同研究が行われ、平成２



５年度には研究成果公開促進費の交付を受
けて本研究の研究代表者らも執筆した『近世
東アジア比較都城史の諸相』が出版された。 
また、本研究の研究分担者である田中俊明
氏も新たに科研費に応募して採択され、本研
究と平行して平成２２～２５年度に「朝鮮史
における複都・副都の位置・構造・機能に関
する調査研究」（研究代表者：田中俊明、研
究課題番号：22401031、以下田中科研と略称）
を行った。この研究成果も含めて現在本研究
の研究代表者である橋本を編者として『日本
の古代宮都と東アジアの複都制』（仮題）を
編集中であり、2014 年中には刊行予定である。 
以上のように、本研究が孤立した研究とし
てではなく、科研費による他の研究はもちろ
ん、研究代表者が所属する大学とも共同・連
携して研究を進めることができたことは、今
後の研究の一つのあり方を示唆するものと
して本研究期間の成果の一つである。 
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